
 

 

実践のまとめ（第２学年 数学科） 
 授業公開日 令和７年 10 月 29 日(水)第５校時 

授業者 南魚沼市立大和中学校 

教諭 金澤 健太郎 

１ 研究テーマ 

対話を通して課題を解決する生徒の育成 

 

２ 研究テーマについて 

(1) テーマ設定の意図 

これまでの自分の授業を振り返ると、講義中心の授業が多く、生徒を受け身にさせてい

た。主体的・対話的で深い学びを実現するためには、生徒から課題が発生する教材を提示す

ることで、課題解決に必要な対話が自然と生まれる授業を目指したいと考えた。このような

授業を通して、生徒が数学を楽しみ、学びを深めてほしいという思いから、本テーマを設定

した。 

 

(2) 研究テーマに迫るために 

   身近な事象での経験や既習事項を生かし、思わず考えてみたくなるような教材を生徒に提

示する。その教材を観察したり、他者と意見交換をしたりする中で生まれる生徒の思考を可

視化し、板書に残すことで、本時の学習課題の追究や協働学習、授業のまとめや振り返りに

活用できるようにする。他者に教えてもらったり話し合ったりする中で理解を深め、自分の

考え方を再構築する姿を目指す。 

  

(3) 研究テーマに関わる評価 

   アンケートにより数学の得意な生徒Ａ、苦手な生徒Ｂを抽出し、授業後の振り返りの記述

から、クラスメートとの関わりの中で学びを深めている姿や学習内容について主体的に迫っ

ている様子を見取る。また、単元末の振り返りの記述から、学習状況や授業への取組の変化

を見取る。 

 

３ 単元と指導計画 

(1) 単元名 

１次関数（中学校数学２ 学校図書） 

(2) 単元の目標 

① １次関数についての基礎的な概念や原理・法則などを理解するとともに、事象を数学化 

したり、数学的に解釈し表現・処理したりする技能を身に付ける。 

② 関数関係に着目し、その特徴を表、式、グラフを相互に関連付けて考察し表現すること 

ができる。 

③ １次関数について、数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考え、数学を 

生活や学習に生かそうとする態度、問題解決の過程を振り返って評価・改善しようとする 

態度、多様な考えを認め、よりよく問題解決しようとする態度を身に付ける。 

 

 

 

 



 

 

(3) 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・２元１次方程式を関数を表

す式とみることができる。 

・変化の割合やグラフの傾き

の意味を理解している。 

・１次関数の関係を表、式、

グラフを用いて表現するこ

とができる。 

・１次関数として捉えられる

２つの数量について、変化

や対応の特徴を見いだし、

表、式、グラフを相互に関

連付けて考察し表現するこ

とができる。 

・１次関数について学んだこ

とを生活や学習に生かそう

としている。 

・１次関数を活用した問題解

決の過程を振り返って評

価・改善しようとしてい

る。 

 

(4) 単元の指導計画と評価計画（全20時間、本時18／20時間） 

次 

(時数) 

学習内容 学習活動 主な評価規準と方法 

１ 

(１) 

・１次関数の

存在 

◎具体的な事象の中にある２つの

数量の関係について考察するこ

とを通して、１次関数の存在を

知る。 

態 ２つの数量の関係を調べ、そ

の関係を表やグラフなどを用いて

考えようとしている。【行動】 

２ 

(３) 

・１次関数  

・変化の割合  

・１次関数の

変化の割合 

◎具体的な事象の中にある２つの

数量の関係について考察するこ

とを通して、１次関数の意味を

理解する。 

◎変化の割合の意味を見いだして

理解し、１次関数の変化の割合

について調べる。 

知・技 変化の割合について理解

し、２変数の増加量を基に１次関

数の変化の割合を求めることがで

きる。【ノート】 

 

３ 

(７) 

・１次関数の

グラフの特

徴 

・１次関数の

グラフのか

き方 

・１次関数の

式の求め方  

◎１次関数の式からグラフをか

く。 

◎１次関数の特徴を、表、式、グ

ラフから見いだす。 

◎様々な方法で１次関数の式を求

める方法を見いだす。 

知・技 ・１次関数のグラフをか

くことができる。 

・直線の式を求めることができ

る。【ノート、ワークシート】 

思・判・表 与えられた条件によ

って、直線の傾きと切片を求める

方法をグラフと関連付けるなどし

て考えることができる。 【ノー

ト、ワークシート】 

４ 

(４) 

・２元１次方

程式のグラ

フ 

・連立方程式

の解とグラ

フ 

◎２元１次方程式は１次関数とみ

ることができることを理解す

る。 

◎連立２元１次方程式の解は、座

標平面上の２直線の交点の座標

であることを見いだす。 

知・技 ２元１次方程式のグラフ

をかくことができる。【ノート】 

思・判・表 グラフを利用して連

立方程式の解を求めることができ

る。【ノート、ワークシート】 

５ 

(５) 

・１次関数の

利用 

◎事象における２つの数量の関係

を１次関数とみなして未知の値

を予測する。 

◎お湯を沸かすなどの身近な事象

について、対話的な学習活動を

通して課題を把握し、問題を解

決する。 

◎１次関数の変域を調べる。 

思・判・表 １次関数を活用して

問題を解決することができる。

【ノート、確認問題】 

態 １次関数を利用して問題を解

決したり、説明したりしようとし

ている。【行動、振り返り】 



 

 

４ 単元と生徒 

(1) 単元について 

   本単元では、中学１年時と同様に具体的な事象における２つの数量の変化や対応を調べる

ことを通して、比例・反比例では捉えられない２数の関係を１次関数として考察する。日常

における事象について数学的に考えることができる単元でもあるため、研究テーマに関わ

る、対話を通した課題解決を通して生徒の意欲を高め、理解を深めることができると考え

る。 

(2) 生徒の実態 

明るい雰囲気で、男女分け隔てなく関わり合いながら諸活動に取り組む集団である。 

全体的に学習内容の定着が不十分であり、NRT の結果から、特に「数と式」「関数」領域

に苦手意識をもつ生徒が多い。そのため授業では、導入時に既習事項を確認したり、生徒の

興味・関心を高める教材を提示したりすることで、生徒は級友と意見交換をしたり教え合っ

たりしながら課題解決に取り組んでいる。 

 

５ 本時の展開（本時18／20） 

(1) ねらい 

  ともなって変わる２つの数量について、観察や実験の結果を基に１次関数とみなし、水温

の変化を予測することができる。 

(2) 展開の構想 

本時では、学習指導要領（平成 29 年度告示）の示す数学的活動ア（日常の事象を数理的

に捉え、数学的に表現・処理し、問題を解決したり、解決の過程や結果を振り返って考察し

たりする活動）に取り組む機会として、「時間と水温の関係を１次関数とみなし、沸騰する

時間などを予測する活動」を取り扱う。 

   導入部分では、時間と水温の関係を観察する中で気付くことや分かることを生徒が発言し、

それを板書で可視化する。その中で、２変数の関係を１次関数とみなすことで、表、式、グ

ラフを用いて水が沸騰するまでの時間を予測できそうだと気付き、対話を通して時間の求め

方を導き出す。水温が 80℃であった時間を予測する問題では、沸騰するまでの時間を予測

したときの考え方を基に、対話を通して様々な求め方を理解するとともに、それぞれの良さ

に気付かせたい。 

   終末では、具体的な事象を１次関数とみなして考察することのよさをまとめ、問題演習

と振り返りで評価をする。 

(3) 展開 

分 ○学習活動、教師の働き掛け ・予想される生徒の反応 □評価 ○支援 ◇留意点 

(10) ○本時の問題を把握する。 

 

  

○何分くらいで沸騰すると思うか予想する。 

・分からない。時間と水温の関係が知りたい。 

○時間と水温の関係を提示する。 

時間x(分)   0    1    2    3    4    5    6 

水温y(℃)  16   21   28   34   41   46   52 

 

○理科での学習経験な

どを想起させ、生徒と

対話をしながら課題を

把握する。 

 

◇時間を掛けすぎない

ようにする。 

 

○右図のように水を熱する。 

目標：数学を利用して，身のまわりの問題を解決しよう。 



 

 

○時間 x と水温 y の間には、どんな関係があるかを調べる。 

・１分ごとの水温の上がり方は一定ではない。  

・１分ごとに約６℃ずつ水温が上がっている。  

○グラフ用紙に７つの点をとって、その並び方から、時間 x

と水温 y の間にはどんな関係があるかを考える。  

・７つの点は、ほぼ一直線上に並ぶことから、１次関数とみ

なすことができる。 

 

□意欲的に課題を把握

しようとしている。

【態】 

□時間と水温の間にあ

る関係を１次関数とし

て捉えることができ

る。【思・判・表】 

(25)  

 

 

 

 

○問１、問２を考える（個人⇒グループ⇒発表）。 

・グラフの線を伸ばして、100℃になる時間を調べる。 

・グラフの式を求めて調べる。  ・表を使って調べる。 

○実際に式を求めるためには、どの２点を通ると考えたらよ

いか考えさせる。 

○様々な考え方を紹介する。 

 

 

○問２を考える（個人⇒グループ⇒発表）。 

・問１をもとに、様々な方法で考える。 

・式を利用すると、何分何秒かまで考えることができる。 

 

 

 

 

 

◇グラフをかくときに

は、できるだけ多くの

点を通るか、点の近く

を通るようにすること

を確認する。 

 

 

 

□時間と水温の間にあ

る関係を利用して、水

温の変化を予測するこ

とができる。 

【思・判・表】 

(15) ○本時の学習をまとめ、振り返る。 

 

 

 

○確認問題に取り組む。（※本時でできなければ、次回行

う。） 

○ワークシート、確認問題を回収して本時の評価をする。 

 

 

 

 

□本時の学習を生か

し、問題を解決するこ

とができる。 

【思・判・表】 

 

(4) 評価 

  ①時間と水温という２つの数量の関係が１次関数であるかどうかを判断し、その変化や対

応の特徴から、既習事項を利用して問題を解決することができる。【思・判・表】 

  ②１次関数を用いて具体的な事象を捉え説明することに関心をもち、問題の解決に生かそ

うとしている。【態】 

 

 

問２：水温が 100℃になるのは、熱し始めてから何分後と考えられますか？ 

問３：水温が 80℃だったのは、熱し始めてから何分何秒後だったでしょうか？ 

【まとめ】まず、１次関数とみなしてよいかを判断する。 

①表を使う ②式に代入する ③グラフを読み取る などの方法がある。 

◎水温から時間を予測するには、どうしたらよいだろうか？ 

問１：水温が 70℃になるのは、熱し始めてから何分後と考えられますか？ 



 

 

６ 実践を振り返って 

(1) 授業の実際（指導の実際） 

① 問題把握の場面 

水を熱していく際の時間(x 分)と水温(y ℃)

の関係を記録した右の表を見せ、グラフ用紙に

７つの点をとらせた。問題を正確に把握し、時

間を予測するためにはどうしたらよいかを考えるために、表や座標の点の並びから「分かる

こと」を発言した。 

 

 

 

 

 

 

 

生徒の発言を基に、時間と水温の関係を１次関数とみなし、水が沸騰する時間を予測するこ

とができそうか問い掛けたところ、「だいたい１分で６℃水温が上昇すると考えれば、沸騰

する時間を予測できそうだ」という反応があった。そこで、本時の課題「◎水温から時間を

予測するには、どうしたらよいだろうか？」を確認し、問題１に入った。 

 

② 問１:水温が70℃になるのは、何分後になるかを予測する。 

 問題把握の場面で確認したことをもとに、水温が70℃になる時間を考えさせた。考え方は

大きく３通り見られ、「下図①：６分で52℃に，６℃ずつ足していく考え方」「図②：70℃

からもとの水温16℃を引いて、それを6で割る考え方」「図③：１次関数𝑦 = 6𝑥 + 16を立式

し、𝑦 = 70を代入する考え方」である。中には、「グラフを延長させる。」という生徒もお

り、様々な考え方を全体で共有することができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 問２:水温が100℃になるのは、何分後になるかを予測する。 

次に、水温が100℃になる時間を考えさせた。ここでは、問１で使った考えを一般化し、式

に表す生徒の割合が増えた。自分にあった考え方で問題を解く生徒の姿が多く見られ、中に

は、次ページの図のように、複数の考え方で水温が100℃になる時間を求める生徒もいた。 

 

【分かること】 

・温度の変化の仕方が不規則であるため１次関数ではない。１分間に５～７℃水温が上がっ

ている。 

・水温は１分間に、だいたい６℃ずつ上昇する。 ・点の並びはだいたい一直線になる。 

・右上がりのグラフになるが直線ではない。 

・だいたい１次関数にできる。 

表 

問題１：図① 

問題１：図② 問題１：図③ 



 

 

 

 

 

 

 

 

④ 問３:水温が８０℃だったのは何分何秒後であったかを予測する。 

問３では、水温が80℃になった時間を考えさせた。この問題では、求める時間が整数値に

ならないため、下の図①の様に、式にy=80 を代入して考える生徒が多かった。一方で、「１

分で６℃水温が上昇するということは、10秒で１℃水温が上昇するということである。」と

いうことに気付き、問題を解決する下図②のような生徒もおり、説明を聞いて納得する他の

生徒の様子が見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤授業のまとめ、振り返り 

授業を振り返り、事象を１次関数とみなすことで、既習事項を用いた様々な考え方で時間

を予測できるようになることをまとめた。抽出生徒Ａ・Ｂの振り返りには、「説明すること

で考えに足りていないところも分かるので説明も大事だと思った。」「友達に言われて計算

してみたら答えがあっていた。」といった記述が見られた。 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

  

 

 

また、その他の生徒の振り返りでも、「友達の意見を聞くことで問題を解決することができ

た。」「１次関数とみなすことで、だいたいの時間を求めることができることが分かっ

た。」といった記述が多く見られ、数学が得意な生徒にも苦手な生徒にも、話し合いを通し

た課題解決が有効であったことが分かる。 

問２：図 

問３：図① 問３：図② 

抽出生徒Ａ：授業の振り返り 

抽出生徒Ｂ：授業の振り返り 



 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

(2) 研究テーマにかかわる評価 

 本時のアンケート結果は図２の通りである。授業を担当する２クラスにおいて、肯定的な

回答をした生徒の割合は、質問１「授業の学習内容が分かった」が96％、質問２「友人と話

し合うことで自分の考えを広めたり、深めたりすることができた」が96％であった。本時

の、水を沸騰させるという身のまわりの事象を教材にしたことや、教材の観察から生まれた

発言を板書で可視化したことで、生徒の学習意欲を高めたり、対話を通して課題を発見・解

決したりする姿につながったと考える。 

【図２：授業アンケート結果（対象２年生２クラス：50名に実施）】 

 質問項目 できた まあできた あまりでき 

なかった 
できなかった 

１ 授業の学習内容が分かった 74％ 22％ 2％ 2％ 

２ 
友人と話し合うことで自分の考えを

広めたり深めたりすることができた  
76％ 20％ 2％ 2％ 

また、単元の振り返りをみると、本単元の学習を通して学んだことやできるようになったこ

とを具体的に記述する生徒が多くなった。対話を通した課題解決学習をはじめ、毎回の授業で

自分の考えを書く活動や説明する活動に力を入れたことで、生徒の書く力や話す力を伸ばし、

学習内容の理解を深めることができたと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

抽出生徒Ａ：１章の振り返り 

抽出生徒Ａ：３章の振り返り 

その他の生徒①：授業の振り返り 

その他の生徒②：授業の振り返り 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

(3) 今後の取組 

 本研究を通して、生徒が興味をもつような問題(教材)を提示することで主体性が生まれ、

問題の観察から生まれた課題を対話を通して解決するという流れが、主体的・対話的で深い

学びにつながると分かった。今後はどの学年・単元においても、教師が一方的に課題を与え

たり説明したりするのではなく、問題(教材)提示の工夫により自然と対話が生まれ、課題を

解決することを通して、自分の考え方を説明したり、他者の考えを聞いて理解を深めたりす

ることの良さをより味わわせたい。 

 また、生徒主体の授業を実現するためには、書く力、聞く力、話す力、読む力といった、

学びの基礎となる力が重要であると実感している。数学の授業を通して、これらの力を育む

ことにも尽力したい。 
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抽出生徒Ｂ：１章の振り返り 

抽出生徒Ｂ：３章の振り返り 


